
 

令和８年度知床ねむろ野鳥観光誘客促進事業 
委託業務処理要領（案） 

 

１ 要領策定の目的 

この要領は北海道（以下「委託者」という。）が、受託者に委託する令和８年度知床ねむろ野鳥

観光誘客促進事業委託業務（以下「委託業務」という。）の処理について、必要な事項を定めるこ

とを目的とする。 

 

２ 業務の目的 

本事業は、バードウォッチングやその他アクティビティ等、特定のテーマや目的を持つ個人旅

行者向けの旅行商品を取り扱う台湾所在の旅行会社を北海道根室地域に招聘し、根室地域最大の

野鳥イベント「ねむろバードランドフェスティバル2027」のコンテンツを実際に体験してもらう

ことで、台湾市場における根室地域の認知度向上や旅行商品の造成・販売につなげることを目的

とする。また、招聘した旅行会社等から得られた意見や市場ニーズを、今後の台湾市場向け観光

プロモーションや受入環境の整備に活用する。 

 

３ 実施体制 

受託者は、十分な技術的能力及び専門的な知識経験を有する者を、本業務に係る業務責任者と

して配置するものとする。 

 

４ 業務処理計画書の提出 

 受託者は、契約締結後速やかに、本業務に係る業務処理計画書を提出するものとする。 

 

５ 招聘対象 

招聘対象者の選定に当たっては、以下の要件を踏まえ、受託者が候補者を選定し、委託者と協

議の上、決定するものとする。 

（１）台湾に所在する旅行会社のうち、次の条件に該当する事業者を想定する。 

ア 個人旅行又は少人数旅行を取り扱っていること。 

イ バードウォッチングやその他アクティビティ等、特定のテーマを目的とした旅行商品を取

り扱っていること。 

ウ 北海道又は日本への旅行商品を造成・販売した実績があることが望ましい。 

エ ＳＮＳ、ウェブサイト、メールマガジン等、自社の販売・情報発信媒体を有していること

が望ましい。 

（２）（１）に該当する旅行会社から２名を招聘すること。なお、２名のうち１名については、（１）

に該当する旅行事情に詳しい台湾在住の有識者等を招聘することも可とする。 

（３）招聘の候補者リストを委託者に提示し、委託者と協議した上で招聘相手を決定すること。 

 

６ 委託料に含む経費 

本業務の実施に必要な以下の経費は、原則として委託料に含むものとする。 

（１）招聘対象者の航空運賃、国内交通費、宿泊費、食費、ガイドツアー参加料、通訳・翻訳費、

保険料、その他業務の実施に必要な経費 

（２）８に規定する通訳者及び旅程管理者に係る経費 

 

７ 招聘対象との連絡調整 

  受託者は招聘対象と以下の連絡調整を行うこと。 



 

（１）招聘対象との連絡、日程調整、航空券、宿泊、交通、食事、保険その他必要な手配及び調整 

（２）招聘対象に対し、招聘の趣旨、行程、視察・体験内容等について事前に十分な説明 

 

８ 通訳及び旅程管理 

業務の実施に必要な中国語（繁体字）による通訳・翻訳について、適切に対応できる体制を整

備し、本事業の実施期間中は、通訳者、行程管理者（事業受託者）各１名を同行させること。 

 

９ 行程及び体験するガイドツアーの内容 

（１）招聘期間は、移動日を含めて、令和９年１月28日（木）から２月１日（月）までの５日間を

基本とするが、航空便等の都合により、前後の日程を含めることは妨げないものとする。 

（２）（１）により追加費用が生じる場合は、その費用は受託者が負担する。 

（３）別紙の内容を基本として、具体的な内容は委託者と協議の上で決定すること。 

 

10 管内の移動手段 

公共交通機関及びねむろバードランドフェスティバル 2027 のガイドツアーによる移動を基本

とするが、それ以外に移動手段が必要となる場合は、事業開始の１か月前までに委託者と協議す

ること。 

 

11 業務実施状況の記録 

業務の実施状況を写真等により記録すること。 

 

12 聴き取り調査の実施 

招聘相手に対し、招聘終了後速やかに、ねむろバードランドフェスティバルの台湾国内におけ

る旅行商品化・販売につなげるために必要な意見や提案等について聴き取り調査を実施するこ

と。 

なお、聴き取り調査の内容については、委託者と協議のうえで決定すること。 

 

13 実績報告書及び成果品の提出 

受託者は、本事業終了後、実績報告書(別記第１号様式)及び実施状況を記録した写真等を委託

者に提出すること。なお、提出方法は、紙媒体１部及び電子媒体１部（ＣＤ-Ｒ又はＤＶＤ-Ｒに

限る。ＵＳＢメモリ等は不可。）とし、電子媒体に代えて委託者が受取可能なクラウドサービスを

利用して提出することも可とする。 

なお、実施報告書(別記第１号様式)には、招聘相手の概要及び選定理由、招聘日程、実施内容、

聴き取り調査の結果などを任意様式にまとめて添付すること。 

 

14 再委託について 

（１）再委託は原則禁止とする。必要により業務の一部を再委託しようとするときは、あらかじ

め次の書面を提出し委託者の承諾を得なければならない。 

ア 次の事項を記載した書面 

（ア）再委託の相手方の商号又は名称及び住所 

（イ）再委託する業務の範囲 

（ウ）再委託する理由及びその必要性 

（エ）再委託の契約金額 

（オ）再委託の相手方に対する業務の管理履行体制 

（カ）再委託の相手方の履行実績、組織体制、職員の状況 



 

イ 再委託の相手方の法令等を遵守する旨の誓約書 

（２）再委託の承諾を得た場合は、受託者が再委託の相手方への管理監督を行うものとする。 

（３）再委託の相手方に対して道との契約書を準用した約定、契約内容や留意事項の十分な説明

と理解を得るものとする。 

（４）再委託の相手方が第三者に委託することのないよう受託者から再委託の相手方に指導す

ること。 

 

15 その他 

この要領に定めのない事項については、委託者と受託者とが協議して定めることとする。 

 


